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論 文 内 容 の 要 旨

挙上動作と腰痛の関連は強く,報告によってinjuryrateに15%～65%と幅があり,床からの挙上は特に危険

と言われており,職業性腰痛と呼称されるはどで産業医学上の大きな問題である○挙上動作は日常就労時にみら

れる体幹の屈曲,捻転,伸張などの総合的な動作であり,さらにリハビリテーションや作業能力を評価する上で

興味ある動作である｡挙上動作のテストには以下の基本的な方法がある:1)isometric(速度は0),2)

isokinetic(速度は一定で,力は被験者によって変化)･3)isoinertial(速度は制御できないが重量は一定)｡こ

れら3っの挙上テストについて多くの報告がみられるが,それぞれの方法に長所と短所がある｡LIDO⑧Lift

Systemはこれら3つの挙上テストから構成され･より総合的に挙上能力を測定することを企図したものである｡

海外では健常者および腰痛患者の休幹筋力や挙上力の測定が種々報告されているが,本邦ではいまだ挙上力の報

そこで申請者はLIDO⑧LiftSystemを使用して日本人健常者の挙上力を測定,検討し,さらに足場の違いが

挙上力に及ぼす影響について検討した｡

対象および方法

対象は健常者40名(男性24名,女性16名)で,年齢は21～42(平均27･8)歳,うち男性24～42(平均29.8)歳,

女性21～42(平均24･7)歳,休重は36･3～83･1(平均59･8)kg,男性53･1～83.1(平均67.3)kgt女性36.3～57.2

(平均48.6)kgであった｡

すべての被験者に対してLIDO⑧LiftSystemの各testについて説明を行った乱以下に示す3つの1ifting

test(Isokinetictest,Isometrictest,Glavity/Inertiatest)から成るComprehensivemodeを行った｡

Isokinetictest:2回の試技を行った後で,柄の長さ18inchのT-handleの両端を把持して高さ4inchから36

inchまで挙上速度15inch/secで5回挙上し,PeakForceの大きいものから3つを採用して,PeakForce,

AverageForce･CV,IsokineticMaximumJobStrength(以下MJSと略す)を算出,記録した｡

Isometrictest‥ArmliftはT-handleの両端を把持して肘関節90度屈曲位の高さで上肢で持ち上げる動作を

持続5秒間休息20秒で柑行った｡続いてTorsoliftはT-handleの両端を把持して膝伸展位にて膝の高さから

体幹で持ち上げる動作を同様に柑行った｡2っのtestでPeakForce,AverageForce,CV,IsometricMJS

を算出,記録した｡

Gravity/Inertiatest:deviceをsmallboxとし,IsokineticMJSとIsometricMJSから算出される推定最大

挙上可能重量(以下PredictedWeightとする)に設定されたboxの底面の非対称部位を把持して高さ4inchか

ら被験者の腰の高さまで挙上させたが･設定重量が重すぎて挙上できない場合は自動的に設定重量を51bsずっ

軽減し･最終的に挙上できた重量をRealWeightとした｡
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再現性は,Comprehensivemodeについて初回および1週,1カノ臥 2カ月の期間をおいて計測し,Isokinetic

MJS,IsometricMJS,PredictedWeight,RealWeightについて,初回計測値と各時期の計測値との再現性に

ついて比較検討した｡さらに男性22名についてはComprehensivemodeにおいて平地,15度っま先上がり.15

度っま先下がりの各姿勢で乱数表に従った順序で,Isokinetic,Isometric,Gravity/Inertiaの各挙上力を測定

し比較検討した｡

結 果

1)IsokineticMJS,IsometricMJS,PredictedWeight.RealWeightの各値の平均±棲準偏差は男性132.1±

30.51bs,110.4±20.11bs,120.7±24.01bs,115.0±24.91bs,女性76.9±17.41bs,66.3±13.41bs,71.2±14.8

1bs,68.1±15.01bsで女性は男性の52～61%の値を示し,男女間に有意差(p<0.001)を認めた｡体重により

標準化した値では男女間の値の差は鈍化し.たが,依然として有意差(p<0.01)を認めた｡

2)IsokineticMJS,1sometricMJS,PredictedWeight,RealWeightの各値の間には互いに強い相関関係

(R=0.904-0.968)を認めた｡

3)IsokineticMJS,IsometricMJS,PredictedWeight,RealWeightについて初回計測値と2カ月までの各

時期の計測値との間に良好な再現性(相関係数0.920～0.994)を認めた｡

4)平地におけるIsokineticMJS,IsometricMJS,PredictedWeight,RealWeightの各値はつま先上がり,

つま先下がりにおける値よりも高値を示した｡(twofactorialANOVA:F-Value(positions)=3.165,p<

0.05;F-Value(strengths)=3.198,P<0.05)

考 案

IsokineticPeakForceの結果はKishinoらのデータ(男性23名,女性42名)と男女ともよく似た値を示して

おり,IsometricAverageForceのArmliftの結果もChaffinらのデータ(男性443名,女性108名)とほぼ同じ

であった｡但しTorsoliftでは男女ともChaffinのデータよりも大きな値を示したが,この理由は被験者数の違

いやinstructionの違いも少なからず影響していると推察される｡IsokineticMJSとIsometricMJSの平均であ

るPredictedWeightとGravity/Inertiatestで実際に挙上された重量であるRealWeightの間に強い相関が見

られたことはLIDO⑧LiftSystemのComprehensivemodeのreliabilityの高さを示唆しており,LIDO⑧Lift

SystemのComprehensivemodeが挙上力の測定に適した1iftingtestであるといえる｡

論文審査の結果の要旨

申請者柴田博次は本邦で初めて健常成人を対象とし,LIDO⑧LiftSystemによる挙上力解析を行い,実際

に挙上した重量と予想値の間に強い相関があることを明らかにし,本システムが挙上力解析に有用であることを

示した｡これらの知見はリハビリテーションあるいは産業医学の進歩に寄与するものと認める｡
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